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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/26現在 

父島 

62.7/100 

母島  

81.3/100 

 

10月気象状況    （父島） 

最高気温   32.1℃ 

最低気温   20.5℃ 

平均気温   27.5℃ 

平均湿度   80％ 

月降水量   69.5mm 

.0.㎜ 

 

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,619人 

             父島      母島                

  人口      2,155人   464人 

  世帯      1,219    275 

                                               

 
 

 
 

 

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
12
月
15
日
（
土
）

に
父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

●
競
技
日
程
及
び
競
技
会
場 

                         

※
天
候
や
海
況
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）
２
―
３
１
１
７ 

  

   

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
隔
年
で
学
芸
会
と
展
覧
会

を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
学
芸
会
を
開
催
し

ま
す
。
保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
25
分 

～
昼

の
12
時
15
分 

【
場
所
】
体
育
館 

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

    

母
島
小
中
学
校
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
の
た
め
交
通

規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
12
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
15
分
～
午

後
３
時
10
分
ま
で 

※
予
備
日
１ 

12
月
13
日
（
木
）
同
時
刻 

 

予
備
日
２ 

12
月
14
日
（
金
）
同
時
刻 

【
コ
ー
ス
】 

《
４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
15
分
ス
タ
ー
ト 

 

 

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

《
１
・
２
・
３
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
20
分
ス
タ
ー

ト 

 
村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

 

※
小
学
１
，
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分

間
走
お
よ
び
５
分
間
走
を
実
施 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
小
中
学
校 

３
―
２
１
８
１
～
２ 

 

  

【
日
時
】
平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時

～ 《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
前
８
時
45
分 

 

※
荒
天
順
延
・
予
備
日
１
月
27
日
（
日
） 

【
会
場
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町 

【
部
門
】 

                

【
申
込
方
法
】 

 

一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
教
育
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
12
月
３
日
（
月
）
～
平
成
31
年
１

月
７
日
（
月
） 

【
そ
の
他
】 

※
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了（
正
午
こ
ろ
）

ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
走
者
へ

の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 
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場 所 種目／時間

高校体育館 バドミントン ～ 12:00

卓 球 ～ 12:00

バレーボール（男子） ～ 16:00

バレーボール（女子） ～ 14:30

野球（シニア） ～ 14:00

野球（ヤング） ～ 12:00

テ ニ ス ～ 13:00

サ ッ カ ー ～ 17:00

ゲートボール ～ 15:00

奥村
運動場

10 15

高校
グランド

小中
体育館

16 1711 12 13 14

10:00

10:00

15:00

13:00

10:00

10:00

14:30

13:00

12:00

小
学
生
低
学
年

（
男
女

）

の
部

（
２
部

）

小
学
生
高
学
年

（
男
女

）

の
部

（
１
部

）

中
学
生
女
子
の
部

（
１

部

）

中
学
生
男
子
の
部

（
２

部

）

高
校
生
女
子
の
部

（
１

部

）

高
校
生
男
子
の
部

（
２

部

）

一
般
女
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
２
部

）

《
 
個
 
人
 

》

種
　
別

２
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

距
離

 

第
36
回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

小
笠
原
小
学
校
学
芸
会
の
お
知
ら
せ 

  

母
島
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

  

 

第
46
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 
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【
ス
タ
ー
ト
時
間
】 

 
 

《
１
部
》
午
前
９
時
30
分 

《
２
部
》
午
前
10
時
15
分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
７ 

      

小
笠
原
村
の
中
学
生
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
小
笠
原
村
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
敬
称
略
）。 

 

【
父
島
】 

 

最
優
秀
賞 

１
年 

佐
藤
晴
海 

 

優
秀
賞 

 

３
年 

鯰
江
咲
子 

【
母
島
】 

 

最
優
秀
賞 

２
年 

寺
戸
藍
波 

 

優
秀
賞 

 

１
年 

小
林
舞
波 

 

  

な
お
、
佐
藤
晴
海
さ
ん
の
作
品
は
、
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
に
入
賞
し
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    
 

 

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。 

 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◎
母
島 

【
日
時
】 

 

12
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分
～
５
時 

 

12
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
母
島
支
所
小
会
議
室 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

【
場
所
】
村
役
場
第
二
庁
舎 

Ｂ
会
議
室 

【
相
談
費
用
】
無
料 

 

※
事
前
予
約
制 

【
予
約
期
間
】
12
月
３
日
（
月
）
～
10
日
（
月
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

     

【
実
施
日
程
】
12
月
19
日
（
水
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 
山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
21
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

      

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。）

な
お
、
次
回
の
当
相
談
会
は
10
月
～
11
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
火
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
17
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

    

     

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
環
境
教
育
に
関
心
の
あ
る

方
向
け
に「
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
18
日(

火) 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分
《
開
演
》
午
後
７
時 

【
内
容
】 

○
自
然
体
験
活
動
の
実
践
例 

○
情
報
交
換
・
質
疑
応
答 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
室 

【
講
師
】公
益
財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会 

環
境
教
育
事

業
部 

主
席
研
究
員 

 

増
田 

直
広 

氏 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

    
 
 
 
 
 

【
回
収
日
】
12
月
12
日
（
水
） 

 

粗
大
ご
み
回
収
日
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
で
す
。 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
役

場
建
設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、年
内
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
持
ち
込
み
は
、

12
月
28
日(

金)

が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。
年
内
に

持
ち
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
28
日
ま
で
に
手
続

き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 

 

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談 

行
政
相
談
所
の
開
設 

  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

 

環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー 

 

～
自
然
体
験
活
動
の
視
点
か
ら
～ 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収(

父
島) 
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村
有
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま

す
。 

【
施
設
名
お
よ
び
所
在
地
】 

 

○
母
島
村
民
会
館 

母
島
字
元
地 

【
管
理
期
間
】
平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
34
年

３
月
31
日 

【
資
料
請
求
お
よ
び
応
募
先
】 

○
母
島
支
所
庶
務
係 

【
応
募
期
間
】
12
月
３
日
（
月
）
～
25
日
（
火
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

    

今
年
の
年
末
年
始
も
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
点
灯
日
は
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣

立
ち
に
合
わ
せ
、
点
灯
式
を
以
て
開
始
し
ま
す
。
点

灯
式
等
に
つ
い
て
は
、
島
内
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
時
間
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

【
期
間
】
平
成
31
年
１
月
20
日(

日)

ま
で 

【
時
間
】
午
後
４
時 

～ 

午
後
10
時 

※
12
月
24
日(

月)

、
25
日(

火)

、
31
日(

月)

は
、

深
夜
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

   

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金

は
10
月
31
日
で
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
方
々
の
善
意
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

【
募
集
期
間
】
９
月
17
日
～
10
月
31
日 

【
金
額
】
２
万
５
千
２
６
７
円 

 

日
本
赤
十
字
社
の
災
害
義
援
金
口
座
へ
送
金
し
ま

し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

     

大
学
・
専
門
学
校
等
を
受
験
す
る
際
の
、
乗
船
費

用
・
宿
泊
料
を
助
成
す
る
内
地
進
学
助
成
制
度
に
つ

い
て
、
今
般
、
助
成
対
象
者
の
所
得
制
限
の
撤
廃
を

す
る
制
度
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
申
請
の
際
に
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
不
要
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
事
務
局 

 

２
―
３
１
１
７ 

    

法
人
や
個
人
の
事
業
主
で
、
平
成
30
年
中
に
給
与

や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
給
与
支
払
者
は
、
す
べ

て
の
給
与
受
給
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
事
業

専
従
者
、
退
職
者
を
含
む
）
の
「
平
成
31
年
度
給
与

支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所
地

の
区
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
提
出
書
類
】 

①
「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」 

 

：
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
作
成
。
正
副
２
枚 

②
「
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」 

 

：
給
与
受
給
者
一
人
に
つ
き
正
副
２
枚 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
書
）」 

 

：
普
通
徴
収
と
な
る
給
与
受
給
者
が
い
る
場
合
、 

提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

  

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
平
成
30
年
分 

給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
き
」（
国
税
庁 

制
作
）（
※
１
）
を
ご
確
認
の
上
、

お
間
違
え
、
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
作
成
・
提
出
に

つ
い
て
の
チ
ラ
シ
が
、
村
の
窓
口
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
※
２
）
で
取
得
で
き
ま
す
。
手
書
き
用
の
複

写
式
「
給
与
支
払
報
告
書
」（
同
時
に
、
所
得
税
（
国

税
）
の
「
源
泉
徴
収
票
」
も
作
成
で
き
ま
す
）
は
、

村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要
な
種
類
・

枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
期
限
】
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
） 

【
提
出
場
所
】 

 

平
成
31
年
１
月
１
日
（
火
）
現
在
で
、
受
給
者
が

居
住
す
る
住
所
地
の
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方
の
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
窓
口
は
、小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税

務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
成
30
年
中
に
退
職
し
、
退
職
時
に
村
内

に
住
所
の
あ
っ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
小
笠
原

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
村
へ
提
出
さ
れ
た
給
与

支
払
報
告
書
は
、
住
民
票
を
確
認
し
、
１
月
１
日
前

に
転
出
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
転
出
先
の
市
町
村

に
転
送
し
ま
す
。 

 

な
お
、
実
際
に
小
笠
原
村
内
に
住
ん
で
い
る
、
も

し
く
は
、
住
ん
で
い
た
も
の
の
、
小
笠
原
村
で
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
（
届
け
出
を
し
て
い
な
い
）
方

に
つ
い
て
は
、住
民
票
に
よ
る
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
そ
の
方
の
「
現
住
所
」・「
住
民
登
録
地
」・

「
雇
用
期
間
」
な
ど
の
確
認
の
た
め
、
あ
ら
た
め
て

ご
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
繁
忙
期
な
ど
に
、
内
地
に
お
住
ま
い
の
方
を

一
時
的
に
雇
っ
た
場
合
（
仕
事
の
た
め
に
来
島
し
、

短
期
間
で
戻
っ
た
）
な
ど
で
は
、
そ
の
方
の
住
所
地

の
役
所
に
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、eLTAX

（
※
３
）
を
利

用
し
て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

  

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動
（
転
勤
・
退

職
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
」
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
用
紙
は
、
村
の

窓
口
、
も
し
く
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
４
）
か

ら
取
得
で
き
ま
す
）。 

 

※
１ 

村
の
窓
口
（
冊
子
）
や
、
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
内
か

ら
手
引
き
の
フ
ァ
イ
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
が
取
得
で
き
ま

す
。 

※
２
・
４ 

小
笠
原
村
Ｈ
Ｐ
内
の
「
財
政
課
」・「
税 

申

請
・
届
出
」・「【
給
与
支
払
者
の
報
告
・
届
出
】」
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
３ 

小
笠
原
村
Ｈ
Ｐ
内
の
「
各
種
申
込
み
」・「
電
子

申
請
：eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」
か
ら
、
リ
ン
ク

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

国
税
庁 

  

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

  

 

村
有
施
設
の
指
定
管
理
者
の
公
募 

 

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

  

 

義
援
金
の
報
告 

  

内
地
進
学
助
成
制
度
が 

 

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た 

  

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 
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◎
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。 

 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る

際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明

し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
平
成
30
年
中
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31

年
２
月
初
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

 

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合 

 

０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５ 

《
受
付
時
間
》 

 
 

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

月
～
金
曜
日 

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

第
２
土
曜
日 

 
 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

○親
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）
の
医
療
証

は
、
要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

 

①
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者（
資
格
者
）

に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（
現
況
届
）
を
、

11
月
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。 

②
12
月
７
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（
現
況
届
）
と

次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

（
イ
）
資
格
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
村
が
保
有
す

る
税
情
報
等
を
閲
覧
す
る
事
に
同
意
い
た
だ
け
な
い

方
は
、
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
平
成
29

年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
（
市
区
町
村
の
課

税
所
得
証
明
な
ど
で
は
平
成
30
年
度
課
税
分
と
な

り
ま
す
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務
者
、
も
し

く
は
扶
養
す
る
児
童
等
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
方
の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成

29
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

③
②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該
当
審

査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。 

 

※
②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、

前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た

方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

※
医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
特
に

○子
助
成
と

○親
助
成
と
の
優
先
順
位

（
更
新
時
期
が
異
な
る
な
ど
の
た
め
、
数
か
月
単
位

で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）
が

複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

○

○乳
と

○親
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

○乳

が
優
先
し
ま
す
。 

○

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先 

 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、

○子
が
優
先 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

村
で
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
適

正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

調
査
は
、
主
に
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却

資
産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

    

出
張
期
間
：
10
月
23
日
～
11
月
１
日 

・
島
嶼
町
村
長
会
議 

・
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
団
体
長
会
議 

・
島
し
ょ
振
興
公
社
町
村
長
会
議 

・
南
ア
ル
プ
ス
市
市
制
15
周
年
記
念
式
典
出
席 

・
関
東
地
区
港
湾
整
備
振
興
大
会 

・
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る
港
づ
く
り
全
国
大
会 

・
東
京
都
危
機
管
理
官
、
総
合
防
災
部
長
挨
拶 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

          

心
身
と
も
に
健
康
な
児
童
生
徒
の
育
成
の
た
め
、

地
域
学
校
保
健
委
員
会
で
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
の
内
容
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
で

す
。
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
３
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～
７

時
30
分
（
午
後
６
時
15
分
開
場
） 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校 

音
楽
室 

【
講
師
】
昭
和
大
学
病
院 

医
師 

岡
田
祐
樹
氏 

【
テ
ー
マ
】「
知
っ
て
お
き
た
い
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
～

予
防
す
る
コ
ツ
と
、
悪
く
さ
せ
な
い
コ
ツ
～
」 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６ 

      

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者
を

対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。 

 

【
内
容
】『
レ
モ
ン
の
剪
定
講
習
会
』 

【
講
師
】
荒
井
那
由
他
（
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
） 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者 

【
持
ち
物
】
軍
手
、
剪
定
鋏 

 

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に 

 
 
 
 
 
 
 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

    
村
長
出
張
報
告 

  

 

第
４
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
知
ら
せ 

  

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

 

○親
医
療
助
成
の
医
療
証
の 

 
 
 
 
 
 
 

更
新
時
期
で
す 

   

 

講
演
会
～
知
っ
て
お
き
た
い 

 
 
 
 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
～ 
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【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分 《
場
所
》
営
農
研
修
所
第
１
圃
場 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
10
日
（
月
）
午
前
９
時
～
10
時
30

分 《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

      

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

 

【
事
業
名
】
平
成
30
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（
第
３
回
） 

【
募
集
期
間
】
12
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
） 

【
対
象
事
業
】 

 

○
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 
 

①
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す
る
事
業 

 
 

②
地
域
の
伝
統
芸
能
の
発
展
に
関
す
る
事
業 

 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等 ○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

 

事
業
開
始
～
平
成
31
年
11
月
30
日 

【
申
込
方
法
】 

 

所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

小
笠
原
村
役
場 
総
務
課
企
画
政
策
室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

     

小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
排
出
油
等
を
原
因
と

し
た
海
洋
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
実
働
訓
練
を
行

い
ま
す
。 

 

こ
の
実
働
訓
練
で
は
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
張

す
る
た
め
、
二
見
漁
港
出
入
り
口
付
近
を
航
行
す
る

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
６
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
正

午
頃 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

                      

      

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
国
有
林

指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立

ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。御
理
解
と
御
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
午
前
11 

時
終
了 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及

び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
） 

 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

 

12
月
３
日
（
月) 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 

12
月
11
日
（
火
） 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

④
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

訓練海域 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
３
回
） 

  

 
 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練 

 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー

ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て 
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12
月
17
日
（
月
） 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 

12
月
21
日
（
金) 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

④
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７ 

    

【
日
時
】
12
月
13
日
（
木
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】 

 

母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

       

父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
「
未

来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を
テ
ー
マ
に
小
笠
原
の
海
を

描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
作
品
の
展
示
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。 

 

【
展
示
内
容
】「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
海
上
保
安

庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」 

図
画
作
品 

52
点 

【
展
示
期
間
・
場
所
】 

 

①
12
月
１
日
～
16
日 

午
前
９
時
～
午
後
９
時 

 

※
日
曜
日
、
祝
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
休
館
日 

月
曜
日
） 

 

 

②
12
月
20
日
～
平
成
31
年
１
月
４
日 

午
前

８
時
～
午
後
５
時 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
は
土
日
も
開
催
し
ま
す
。 

 

母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

 

③
11
月
21
日
～
平
成
31
年
１
月
11
日 

お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
液
晶
モ
ニ
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２
―
７
１
１
８ 

       

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
） 

午
後
２
時

～
午
後
４
時
30
分 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

      

海
洋
汚
染
問
題
の
解
決
に
向
け
て
環
境
省
で
は
、

個
人
・
自
治
体
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
企
業
・
研
究
機
関
な
ど

幅
広
い
主
体
が
連
携
協
働
し
て
取
組
を
進
め
る
こ
と

を
後
押
し
す
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ご
み
拾
い
・
海
岸
清
掃

へ
の
参
加
や
マ
イ
バ
ッ
ク
の
活
用
な
ど
の
活
動
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
も
の
で
す
。
参

加
方
法
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
、
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
に
付
け
て

Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け
で
す
。 

 

大
小
30
余
り
の
島
を
有
す
る
小
笠
原
は
、
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
や
イ
ル
カ
、
ク
ジ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
海
洋
生
物
が
棲
み
、
行
き
交
う
海
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
小
笠
原
で
の
活
動
か
ら
、
日
本
そ
し
て
世
界

の
海
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

  

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省 

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局 

 

総
務
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室 

 
０
３
―
３
５
８
１
―
３
３
５
１
（
代
表
） 

 

   
 

  

10
月
23
日
（
火
）、
ニ
ュ
ー
ピ
ア
ホ
ー
ル
（
東
京

竹
芝
）
に
て
、
東
京
都
主
催
の
「
第
１
回
東
京
宝
島

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
小
池
都
知
事
、
各
島
の
町
村

長
や
現
地
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
約
１
０

０
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
東
京
島
し
ょ
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
“
東
京
宝
島
ブ
ラ
ン
ド
”
ロ

ゴ
や
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の
発
表
、
先
行
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
４
島
（
大
島
、
神
津
島
、
三
宅
島
、

八
丈
島
）
の
取
組
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
東
京

島
し
ょ
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
各
島
が
連

携
・
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
気
運
を
醸
成
す
る
会
議
と

な
り
ま
し
た
。
各
島
で
の
取
組
の
様
子
を
は
じ
め
、

東
京
宝
島
事
業
に
つ
い
て
は
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

  

東
京
宝
島 

  

●
問
合
せ
先 

東
京
都
総
務
局
行
政
部 

 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
４
３
６ 

     

免
許
を
保
有
す
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
及

び
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
方
は
、

関
係
法
規
に
よ
り
隔
年
の
12
月
31
日
現
在
の
氏

名
・
住
所
・
就
業
地
等
の
事
項
を
届
け
出
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
こ
の
実
施
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
期
限
】
平
成
31
年
１
月
15
日
（
火
） 

【
提
出
先
】
保
健
所 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

   

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・ 

 
 

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 

展
示
会
の
開
催 

  

 

武
道
始
式 

    

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

    

 

第
１
回
東
京
宝
島
会
議
が 

 
 
 
 
 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

    

医
療
従
事
者
の
届
出 
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※
届
出
用
紙
は
、
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。
12
月
中
旬

頃
に
関
係
機
関
に
も
配
布
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２
―
２
９
５
１  

 

 

福
祉
保
健
局 
医
療
人
材
課 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
５
１
７ 

（
薬
剤
師
の
み
）
薬
務
課 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
５
０
３ 

     

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
根
絶
を
確

認
し
た
昭
和
60
年
以
降
、
30
年
余
り
再
侵
入
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
々
あ
り

ま
す
。 

 

再
侵
入
の
事
例
と
し
て
平
成
27
年
に
、
鹿
児
島
県

奄
美
大
島
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
再
侵
入
し
、
寄
主

果
実
の
防
除
区
域
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
、

約
１
８
０
０
ト
ン
の
果
実
が
廃
棄
処
分
さ
れ
る
な
ど

の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

現
在
で
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生
地
域
（
東
南

ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り
再
侵
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
及

び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入
警
戒
調
査

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

島
民
の
皆
様
に
は
、
植
物
防
疫
制
度
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
】 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
・
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か

ら
入
港
し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物

を
譲
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税

法
で
も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
小
笠
原
諸
島
で

無
断
で
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
】 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害

虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
こ

れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の

植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に
小

笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、
空
心
菜
、
ぐ

ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部 

〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉 

 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業

務
課
（
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
） 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》
二
見
港
船
客
待
合
所
（
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
） 

 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助

員
が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
０
２ 

 

       

12
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
６
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４

時 《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
６
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時 《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
・
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
追

加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

12
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、計
測
の
み
を
希
望
の
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

 

12
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

12
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
歯
の
磨
き
方
を
振

り
返
り
ま
せ
ん
か
？ 

事
前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護

者 【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

【
日
時
】 

《
０
歳
ク
ラ
ス
》
12
月
３
日
（
月
）
午
前
10
時
～
10

時
45
分 

《
１
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス
》
12
月
３
日
（
月
）
午
前
11

時
～
11
時
45
分 

集
合
場
所 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

「
親
子
あ
そ
び
＆
あ
る
あ
る
座
談
会
」 

 

親
子
で
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通
し
て
、
お

子
さ
ん
と
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
日
々
の
子

育
て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
し
ま
す
。
事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
そ
の
保
護
者 

 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
ご
協
力
依
頼 

 

 

定
期
予
防
接
種 

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

   

 

育
児
学
級
（
父
島
・
歯
科
の
会
） 

   

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 
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【
母
島
】 

《
実
施
日
》
12
月
６
日
（
木
） 

《
０
歳
》
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
１
歳
以
上
》
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【
父
島
】 

《
実
施
日
》
12
月
７
日
（
金
） 

《
０
歳
》
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
１
歳
以
上
》
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【
講
師
】
臨
床
発
達
心
理
士 
竹
田 

真
木 

氏 
  

【
備
考
】
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
下
さ

い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま

す
。「
癖
が
気
に
な
る
」「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」

な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
母
島
】 

《
日
程
》
12
月
５
日
（
水
）
午
後 

６
日
（
木
）
午

前 【
父
島
】 

《
日
程
》
12
月
７
日
（
金
）
午
後 

８
日
（
土
）
午

前 【
臨
床
発
達
心
理
士
】
竹
田 

真
木
氏 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係 
 

２
―
３
９
３
９ 

  

   

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方 

※
医
師
か
ら
運
動
を
と
め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
19
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
運

動
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

       

◎
小
児
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
程
》
12
月
12
日
（
水
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
程
》
12
月
14
日
（
金
） 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時 

※
通
常
の
外
来
受
付
時
間
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
程
》 

12
月
20
日
（
木
）
～
22
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

12
月
25
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
程
》
12
月
18
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

事
前
に
電
話
ま
た
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

【
歯
科
】 

《
休
診
日
》
12
月
27
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１
月

７
日
（
月
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

   

【
歯
科
】 

《
休
診
日
》
12
月
20
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１
月

７
日
（
月
） 

 
●
問
合
せ
先 

母
島
村
診
療
所 

３
―
２
１
１
５ 

  

 

12
月
の
運
賃
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降

ま
た
は
、
掲
載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２

１
１
１
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

予
約
し
た
乗
船
券
は
、
出
港
前
日
ま
で
に
現
金
ま

た
は
カ
ー
ド
で
、
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

乗
船
券
は
、
日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
予
約
・

購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,264 等級 大人 小人

51,520 44,080 25,760 (+626) 4,580 2,290

(+2,920) (+2,500) (+1,460) 15,140 (+700) (+350)

37,210 29,770 18,610 (+582) 5,500 2,750

(+2,110) (+1,690) (+1,060) 13,928 (+840) (+420)

28,040 22,440 14,020 (+536) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+1,590) (+1,280) (+790) 1,630

24,610 19,690 12,310 (+63)

(+1,400) (+1,120) (+700) 1,213 9,190

等級 村民 村民小人 身障者 (+47) (+896)

42,220 21,110 25,760 8,616

(+2,390) (+1,190) (+1,460) (+840)

27,910 13,960 18,610 8,042

(+1,580) (+790) (+1,060) (+784)

21,030 10,520 14,020 921

(+1,190) (+600) (+790) (+90)

18,460 9,230 12,310 694

(+1,050) (+520) (+700) (+68)

3等品

小口
0.075t以下

12月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

5,000

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

 

子
育
て
相
談 

    

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

     

専
門
診
療 

     

 

小
笠
原
村
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診 

 

母
島
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診 
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平
成
31
年
の
２
月
～
３
月
末
に
か
け
て
、
試
行
と

し
て
父
島
～
母
島
間
の
は
は
じ
ま
丸
の
ダ
イ
ヤ
を
増

便
し
ま
す
。 

 

増
便
に
よ
り
、
村
民
お
よ
び
観
光
客
等
の
利
便
性

向
上
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今
後
こ
の
ダ
イ
ヤ
の
定

着
に
向
け
、
多
数
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

【
増
便
期
間
】
２
月
９
日
～
３
月
30
日 

【
増
便
ダ
イ
ヤ
】 

《
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
》 

 

母
島
発
午
後
３
時 

→ 

父
島
着
午
後
５
時 

《
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
翌
日
》 

 

 

父
島
発
午
前
７
時
30
分 

→ 

母
島
着
午
前
９

時
30
分 

※
詳
細
は
、は
は
じ
ま
丸
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

       

小
笠
原
村
商
工
会
で
は
、
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
テ
ー
マ
】
導
入
ま
で
あ
と
１
年
「
消
費
税
軽
減
率

制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」 

【
講
師
】
公
認
会
計
士
・
中
小
企
業
診
断
士 

土
屋 

晴
行 

氏  

【
参
加
費
】
無
料 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
５

時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
５

時 《
場
所
》
村
民
会
館
２
階 

会
議
室 

 

※
準
備
の
都
合
上
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

     
 【

試
験
日
】
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
） 

【
申
込
期
間
】
12
月
17
日
（
月
）
～
平
成
31
年
１

月
23
日
（
水
） 

※
《
年
末
年
始
休
業
》
12
月
29
日
（
土
）
～
１
月

３
日
（
木
） 

【
受
験
料
】 

《
３
級
》
２
８
０
０
円 

《
２
級
》
４
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
会
館
会
議
室 

《
母
島
》
村
民
会
館
会
議
室 

 
 

な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ

ン
セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い

ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

    

   

【
応
募
資
格
】
高
校
卒
業
以
上 

【
業
務
内
容
】
漁
獲
物
の
水
揚
げ
、
冷
蔵
庫
業
務
他 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時 

【
休
日
】
シ
フ
ト
制 

【
給
与
】
時
給
１
１
０
０
円
～ 

【
そ
の
他
】
職
員
登
用
あ
り
。
普
通
免
許 

歓
迎 

【
応
募
方
法
】
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
、
職
務
経

歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

２
―
２
４
１
１ 

      

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃 

②
12
月
31
日
午
後
10
時
～
深
夜
１
時
頃 

③
１
月
１
日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時
頃 

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収/

ド
リ
ン
ク
サ

ー
ビ
ス/
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他
、海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

時
の
、
海
で
の
安
全
管
理
（
経
験
者
・
有
資
格
者
歓

迎
） 

【
時
給
】 

①
１
２
０
０
円 

②
１
８
０
０
円 

③
１
２
０
０
円 

【
応
募
締
切
】
決
定
次
第
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

     

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

《
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
》 

 

12
月
31
日
（
月
）
午
後
11
時
～ 

《
日
本
一
早
い
！
海
開
き
》 

 

平
成
31
年
１
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～ 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

※
12
月
31
日
は
荒
天
時
二
見
港
船
客
待
合
所 

 

１
月
１
日
は
荒
天
時
中
止
（
小
雨
決
行
） 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 

 
母
島
航
路
の
増
便
に
つ
い
て 

  

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 
日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

 
 
 
 
 
 
 

ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト 

 
 
 
 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 
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 「

日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
母
島
海
び

ら
き
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
天
候
に
よ

り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

【
開
催
日
】
平
成
31
年
１
月
１
日
（
火
） 

【
集
合
時
間
】
早
朝
午
前
４
時
30
分(

予
定) 

【
集
合
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【
内
容
】
船
客
待
合
所
か
ら
都
道
最
南
端
ま
で
車
で

送
迎
、
小
富
士
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、
初
日
の

出
を
見
ま
す
。
懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要 

◎
母
島
海
び
ら
き
２
０
１
９ 

【
開
催
日
】
平
成
31
年
１
月
１
日
（
火
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
～
昼
の
12
時
30
分
頃(

予
定) 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
小
笠
原
太
鼓
・
新
春
鏡
割
り
・
南
洋
踊
り
・

宝
探
し
ゲ
ー
ム
・
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
・
ギ
ョ
サ
ン

飛
ば
し
大
会
な
ど 

※
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
の
申
し
込
み
方
法
は
、
母

島
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

◎
新
春 

羽
根
つ
き
大
会 

【
日
程
】
平
成
31
年
１
月
２
日
（
水
） 

【
時
間
】
午
後(

予
定) 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
※
雨
天
母
島

小
中
学
校
体
育
館(

予
定) 

【
内
容
】
島
の
竹
で
作
っ
た
羽
根
を
、
タ
マ
ナ
の
羽

子
板
で
突
い
て
遊
び
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０

        

昨
年
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
「
オ
ガ

グ
ワ
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
つ
い
に

オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。 

【
実
施
日
】
12
月
９
日
（
日
） 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前
９
時
30
分 

村
役
場
駐

車
場
（
昼
の
12
時
30
分
解
散
予
定
） 

【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷 

村
有
地
（
林
内
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

※
事
前
申
込
制
で
す
。 

※
作
業
に
必
要
な
道
具
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

           

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請

と
利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。な
お
、下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

１ 

村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
） 

 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
12
月
10
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
12
月
12
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
お
よ
び
会
議
室 

●
必
要
な
物 

 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、印
鑑
お
よ
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

 
●
申
込
・
問
合
せ
窓
口 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

  

     

平
成
31
年
４
月
か
ら
父
島
、
母
島
及
び
聟
島
の
森

林
生
態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル
ー
ト

を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
新
規
及
び
更
新
の
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
は
、

南
島
ま
た
は
石
門
の
限
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
講
習
の
受
講

が
必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

１ 

対
象
者 

①
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者

と
し
て
利
用
さ
れ
る
方 

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
ま
た
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で

東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー 

(

Ｓ
Ａ) 

の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方 

２ 

受
付
期
間
及
び
受
付
時
間 

 

12
月
３
日
（
月
）
～
講
習
前
日
ま
で
の
午
前
８
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
、
年
末
年

始
の
閉
庁
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除

く
。） 

３ 

受
付
方
法 

 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
希
望

の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
当
日
は
、
18
歳
以
上(

平
成
30
年
４
月
１
日
現

在)

で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

４ 

会
場
お
よ
び
開
催
日
時 

 
 
 
 
 
 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者（
新
規
・
更
新
）】 

（
１
）
２
月
６
日
（
水
） 

（
新
規
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時
30
分 

（
２
）
３
月
15
日
（
金
） 

保
護
地
域
「
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
向
け
利
用
講
習
会
」 

 
 
 
 
 
 
 

（
父
島
・
母
島
） 

 

 

 

 

  

 
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

 

＆
母
島
海
び
ら
き
２
０
１
９ 

 

オ
ガ
グ
ワ
の
森 

植
樹
会 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護 

地
域
入
林
簡
易
講
習
会 

（
父
島
・
母
島
） 
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（
新
規
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時
30
分 

※
更
新
の
方
も
新
規
講
習
か
ら
の
受
講
は
可
能
で
す
。 

【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】 

（
１
）
２
月
６
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時 

（
２
）
３
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時 

◎
母
島
会
場
：
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更
新
）】 

（
１
）
１
月
10
日
（
木
） 

（
新
規
）
午
後
１
時
30
分
半
～
５
時
30
分 

（
更
新
）
午
後
４
時
～
５
時
30
分 

※
更
新
の
方
も
新
規
講
習
か
ら
の
受
講
は
可
能
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
窓
口 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

    
 【

12
月
の
開
館
】：
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港

日
。
12
月
23
日
～
１
月
10
日
ま
で
毎
日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間

～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

■
新
館 

「
写
真
で
見
る
小
笠
原
展
」 

開
催
中 

■
旧
館 

「
特
別
展 

南
硫
黄
島
」 

開
催
中 

〜
原
生
自
然
10
年
の
変
化
と
ド
ロ
ー
ン
が
捉
え
た

島
の
全
貌
〜 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

  

         

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
の
適
正
な
保
全
管
理
等
に

つ
い
て
、
科
学
的
な
助
言
を
得
て
検
討
す
る
た
め
、

標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

 

父
島
と
母
島
お
よ
び
、関
東
地
方
環
境
事
務
所（
さ

い
た
ま
市
）
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぐ
予

定
で
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 
【
日
時
】
12
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
45
分 

【
会
場
】 

《
父
島
》
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館 

会
議
室 

《
内
地
》
関
東
地
方
環
境
事
務
所 

会
議
室 

【
議
題
（
予
定
）】 

・
遺
産
委
員
会
決
議
事
項
へ
の
進
捗
状
況 

・
各
種
の
取
組
み
・
事
業
の
報
告
等 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４ 

     

村
民
だ
よ
り
11
月
号
で
募
集
し
、
海
況
不
良
の
た

め
中
止
し
た「
西
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
改
め
て
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
22
日(

土)

午
前
８
時
～
午
後
３
時

頃 【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜 

【
作
業
場
所
】
西
島
の
林
内 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度
（
事
前
申
込
制
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。） 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

以
上
の
方 

【
内
容
】西
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
作
業（
２

時
間
程
度
）
と
生
き
物
観
察 

※
上
陸
地
点
は
、
ぬ
れ
た
岩
場
の
た
め
足
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
、
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
の
こ
ぎ
り

等
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

    
◎
動
物
対
処
室
の
休
診 

【
休
診
日
】
12
月
28
日
（
金
）
～
１
月
４
日
（
金
） 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。 

※
同
室
で
は
、
野
生
動
物
の
治
療
も
行
う
た
め
、
緊

急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方
に

は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た
だ

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
） 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
小

笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
生
体
展
示
の
他
、

世
界
遺
産
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

※
年
末
年
始
は
12
月
30
日
（
入
港
日
）・
１
月
３
日

（
出
港
日
）
の
み
開
館
し
ま
す
。 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
詳
細
は
、
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 

２
―
７
１
７
４ 

      

「
新
し
い
発
見
～
歌
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
と
船
舶
音
の
関
係
～
」 

  

船
が
出
す
音
に
対
し
て
、
海
の
生
き
物
は
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
も
ど
お

り
？
逃
げ
る
？
対
抗
す
る
？
そ
れ
と
も
・
・
・
。
ど

う
や
ら
、
繁
殖
の
た
め
に
歌
っ
て
い
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
の
オ
ス
は
、
貨
客
船
が
そ
ば
を
通
る
と
一
時
的
に

歌
う
の
を
控
え
る
よ
う
で
す
。 

 

平
成
27
年
度
よ
り
３
年
間
、
日
本
船
舶
技
術
研
究

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

 

  

 

科
学
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

 

 

  

 

西
島
外
来
植
物
除
去 

 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

   

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の 

 
 
 
 

年
末
年
始
の
予
定 
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協
会
に
よ
る
「
船
舶
水
中
騒
音
の
海
洋
生
物
へ
の
影

響
に
関
す
る
調
査
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
こ
小

笠
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
父
島

西
側
の
海
中
に
録
音
機
を
沈
め
る
こ
と
で
、
貨
客
船

か
ら
出
る
音
に
対
し
て
歌
っ
て
い
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。 

 

録
音
デ
ー
タ
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
貨
客
船
が
通

っ
た
後
は
、
一
時
的
に
ク
ジ
ラ
の
歌
が
続
か
な
く
な

っ
た
り
、
声
の
検
出
数
が
減
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た

の
は
、
航
路
か
ら
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距

離
に
い
る
と
推
定
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
で
あ
っ
た
た
め
、

貨
客
船
の
音
が
影
響
し
て
い
る
範
囲
は
ご
く
狭
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
声
の
大
き

さ
や
高
さ
に
は
明
ら
か
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

今
回
の
よ
う
に
短
時
間
だ
け
周
り
が
う
る
さ
く
な

る
場
合
、声
を
張
り
上
げ
て
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、

一
時
的
に
黙
っ
て
い
る
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

【
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お

願
い
】 

11
月
８
日
に
初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
待
ち

に
待
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ

ン
開
始
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵

守
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
２
１
１ 

  

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
平
成
31
年
度
の
ウ
ミ
ガ

メ
産
卵
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

詳
細
な
ま
と
め
は
こ
れ
か
ら
行
な
い
ま
す
が
、
現

時
点
で
の
結
果
と
し
て
は
父
島
列
島
で
は
約
１
６
０

０
巣
、
母
島
列
島
は
約
４
０
０
巣
で
し
た
。
気
象
庁

に
よ
る
と
、
南
米
沖
で
海
水
温
が
高
い
状
態
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
」
が
発
生

し
て
い
る
と
発
表
さ
れ
、
冬
季
は
西
高
東
低
の
冬
型

の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
に
く
い
た
め
暖
冬
傾
向
と
な

る
よ
う
で
す
。 

 

前
回
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
し
た
の
が
平

成
28
年
。
こ
の
年
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
調
査
が
行
な

わ
れ
て
以
来
、
過
去
最
高
の
産
卵
数
で
約
２
６
０
０

巣
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
、
平
成
31
年
シ

ー
ズ
ン
は
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
か
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 
２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

https://bonin-ocean.net   

   

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
四
十
四
貝
「
ナ
メ
ク
ジ
の
恐
怖
」 

   

私
は
ナ
メ
ク
ジ
と
蜘
蛛
が
嫌
い
だ
。
怖
い
の
で
あ

る
。
蜘
蛛
は
と
も
か
く
、
ナ
メ
ク
ジ
恐
怖
症
は
、
貝

類
学
者
に
と
っ
て
致
命
的
だ
。
な
ぜ
な
ら
ナ
メ
ク
ジ

も
カ
タ
ツ
ム
リ
も
分
類
学
的
な
区
別
は
な
く
、
貝
殻

の
な
い
陸
貝
を
ナ
メ
ク
ジ
と
呼
ぶ
に
す
ぎ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
い
つ
ナ
メ
ク
ジ
の
お
ぞ
ま
し
い
図
や
写
真

が
飛
び
出
す
か
と
不
安
で
、
お
ち
お
ち
貝
類
学
の
教

科
書
を
読
む
こ
と
も
で
き
ぬ
。 

 

ち
な
み
に
小
笠
原
の
ナ
メ
ク
ジ
に
は
二
つ
の
系
統

が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
チ
ャ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
普
通
の
醜
い
ナ
メ
ク
ジ
類
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
ア
シ
ヒ
ダ
ナ
メ
ク
ジ
と
い
う
扁
平
で
、
ひ
と
き

わ
凶
悪
な
姿
の
ナ
メ
ク
ジ
だ
。
前
者
は
マ
イ
マ
イ
の

仲
間
で
、
後
者
は
イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
と
い
う
海
岸
に
住

む
ウ
ミ
ウ
シ
状
の
軟
体
動
物
の
親
戚
で
あ
る
。
小
笠

原
で
は
ど
ち
ら
も
外
来
種
で
あ
る
。 

 

最
近
私
は
、
こ
の
小
笠
原
の
ア
シ
ヒ
ダ
ナ
メ
ク
ジ

を
仙
台
ま
で
持
ち
帰
っ
た
。
遺
伝
子
を
調
べ
る
た
め

で
あ
る
。
決
死
の
覚
悟
で
あ
っ
た
。
怖
く
て
発
狂
す

る
か
と
思
っ
た
。
当
然
調
べ
る
の
は
学
生
だ
。
し
か

し
結
果
は
驚
き
だ
っ
た
、
実
は
そ
れ
は
国
内
で
こ
れ

ま
で
未
記
録
の
種
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
沖
縄
で

も
同
種
が
み
つ
か
っ
た
。
遠
く
ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨

林
が
故
郷
の
種
で
あ
っ
た
。
小
笠
原
の
み
な
ら
ず
、

国
内
の
外
来
種
対
策
を
進
め
る
う
え
で
、
非
常
に
重

要
な
発
見
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
、
海
外
の
学
術
雑

誌
に
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
論

文
は
、
真
ん
中
に
で
か
で
か
と
件
の
ナ
メ
ク
ジ
の
写

真
が
鎮
座
し
て
い
る
の
で
、
私
は
怖
く
て
正
視
で
き

な
い
で
い
る
。 

 

大
切
な
の
は
、
好
き
な
相
手
だ
け
で
な
く
、
嫌
い

な
相
手
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
嫌

い
な
相
手
の
こ
と
も
、
我
慢
し
て
理
解
し
よ
う
と
努

力
す
れ
ば
得
る
も
の
が
あ
る
。
多
様
性
を
大
切
に
と

は
、
こ
の
心
得
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。 

で
も
、
や
は
り
ナ
メ
ク
ジ
は
無
理
だ
。 

              

【
文
】
東
北
大
学
・
千
葉
聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本

愛 

 

水を大切に 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２２６号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：そっかぁ。健康診断は終わったけれど、気を抜かずに“健康づくり”しなきゃな。 

そういえば、昔の人も健康に気をつけていたんですか？  

保健師：昔の人も健康に気をつけていたんですよ。例えば、徳川家康は他の将軍と異なり贅沢 

品ではなくバランスの良い食事をしていたと言われていますし、伊賀出身の有名な忍 

者“服部半蔵”は現代のトップアスリートも参考にしている「ナンバ歩き」をして 

いたのだとか。 

クジラ：へぇー。みんな色々としていたんだな。僕も出来ることからやってみます！ 

健康診断はいかがでしたか？健康診断は“受けておしまい”ではなく、受けた後に健康に向けて一緒に取り組んでいけ

たらと思います。健康を維持するためには、毎年の健康診断で体をチェックするのはもちろん、日頃から健康づくりに

取組む事がとても大切です。“健康”を意識している今こそ、さらにもう一歩すすめてみませんか？ 

健
康
づ
く
り
、
ど
こ
か
ら
始
め
る
？ 

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
、
課
題
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
人
は
そ
こ
か
ら
、
そ
う
で
な
い
人
は
興
味
の
あ
る 

テ
ー
マ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
始
め
る
と
脳
は
「
や
る
気
」
に
な
る
の
だ
と
か
。 

はじめよう朝ごはん習慣 

朝食は体を目覚めさせる大切な働きがある

だけでなく、次の食事の食べすぎを防ぐ事

も出来ます。 

 

・はじめはバナナ 1本からでもＯＫ 

・前日の下ごしらえや生活リズムを 

整える等、事前に準備しよう 

ゆっくりと味わって食べよう 

早食いは満腹を感じる前に食べ過ぎてしま

う等太りやすい食べ方です。食べるペース

が速い人は遅い人に比べ、肥満は 3 倍、糖

尿病は 2倍リスクがあるというデータも。 

 

・噛みごたえのあるおかずを増やそう 

・一緒に食事をする人よりも、 

遅く食べ終わるよう意識してみよう 

減塩を意識しよう 

塩分の摂りすぎは高血圧の原因になります 

 

・ダシ、酸味、香辛料等を活用しよう 

・焼く・揚げるなど調理法を工夫しよう 

・新鮮な食材を使おう 

普段の生活での歩数を測ろう 

今や携帯電話にも歩数計機能がついている

ものが増えました。普段どのくらい歩いて

いるか知るところから始めませんか？ 

歩数と健康の目安（1日あたり） 

・肥満を予防したい→12,000歩 

・高血圧、糖尿病を予防したい→8,000歩 

・認知症を予防したい→5,000歩 

よく寝て、心も身体も休めよう 

睡眠に問題があると疲れを十分にとることが

できません。 

 

・毎日同じ時間に起きよう 

・目が覚めたら日光をあびよう 

・寝る前はリラックスした時間を過ごそう 

普段より＋10分体を動かそう 

一日の生活の中に、10分程度の時間をみつ

け、自分が気持ちよく感じたり、楽しいと思

えたりすることから始めてみよう 

 

例えば・・・ 

歩いてランチに行ってみる 

寝る前にストレッチを始めてみる 

食事 運動 

睡眠 



　　　　　出港日

小笠原高校剣道教室 小笠原高校図書館開放

小笠原小学校学芸会 　　　　　入港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

日商簿記検定申込開始（～1/23）

小笠原高校図書館開放 都ヤギ排除

小笠原ロードレース大会申込開始（～1/7） 小笠原小学校環境教育セミナー

不動産登記相談申込開始（～10日） 東京三弁護士会法律相談（父島）

地域振興にかかる補助事業申込開始（～21日） 産科婦人科専門診療（母島）

都ヤギ排除 商工会消費税講演会（父島）

育児学級（父島・歯科の会） 科学委員会開催

地域学校保健委員会講演会

村ヤギ駆除 行政相談

第4回農業セミナー（母島） ヘルスアップ教室

商工会消費税講演会（母島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

子育て相談（母島～6日） 粗大ごみ回収（母島）

母島診療所歯科休診（～1/7）

産科婦人科専門診療（父島～25日まで23.24除く）

海上保安署オイルフェンス訓練 電話による無料法律相談

定期予防接種 都ヤギ排除

子育てセミナー（母島）

母島小中学校ロードレース大会 西島外来植物駆除ボランティア実施

子育てセミナー（父島）

子育て相談（父島～8日） 小笠原高校剣道教室

　　　　　出港日 　　　　　入港日

小笠原高校剣道教室 小笠原高校図書館開放

オガグワの森植樹会

小笠原高校図書館開放

村ヤギ駆除

第4回農業セミナー（父島）

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

不動産登記相談（母島～12日）

乳幼児健診・歯科健診（父島～12日）

都ヤギ排除

粗大ごみ回収（父島） 小笠原診療所歯科休診（～1/7）

村民相談

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

小児科専門診療（父島）

不動産登記相談（父島） 動物対処室休診（～1/4）

母島巡回労働相談

乳幼児健診・歯科健診（母島）

　　　　　出港日

小児科専門診療（母島） 小笠原高校剣道教室

父母交流スポーツ大会 　　　　　入港日

小笠原高校図書館開放

カウントダウンパーティー（父島）

30 日

31 月

15 土

金 29 土

28 金

14

13 木

27 木12 水

火 26 水

25 火

11

10 月

日 24 月

23 日

9

8 土

金 22 土

21 金

7

木

6 木

5 水 20

4 火 19 水

3 月 18 火

日 17 月

16 日

2

1 土

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

天皇誕生日

振替休日

旗

12/28 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

△ 12/29 (土) 休 休 休 休 平常通り 全域収集 休 休

○ 12/30 (日) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 12/31 (月) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/1 (火) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (水) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (木) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

1/4 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 全域収集 びん・ペットボトル 平常通り

△ 1/5 (土) 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 平常通り 休 休

○ 1/6 (日) 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休 平常通り

1/7 (月) 平常通り 平常通り 休 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

村 営 バ ス

12/28 (金) 平常通り 平常通り

△ 12/29 (土) 平常通り 平常通り

○ 12/30 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 12/31 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/1 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/2 (水) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　 12月30日（日）～1月３日（木）のダイヤは、

◎ 1/3 (木) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　各停留所に年末に掲示いたします。
1/4 (金) 平常通り 平常通り 　●村営バス問合せ先

△ 1/5 (土) 平常通り 平常通り 　村営バス営業所　　２―３９８８

○ 1/6 (日) 平常通り 平常通り 　産業観光課　　　　２―３１１４

1/7 (月) 平常通り 平常通り

12/28 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

△ 12/29 (土) 休 休 休

○ 12/30 (日) 休 休 休

◎ 12/31 (月) 休 休 休

◎ 1/1 (火) 休 休 休

◎ 1/2 (水) 休 休 休

◎ 1/3 (木) 休 休 休

1/4 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

△ 1/5 (土) 休 休 平常通り 平常通り

○ 1/6 (日) 休 休 休 平常通り

1/7 (月) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

焼却ごみ
収    集

扇浦線 循環線

資源回収
（コンテナ）

地域福祉
センター

評 議 平
運 動 場

平常通り

利用申込と
鍵の受取は
12月28日

まで

情報
センター

村役場

母島支所

診療所

村民会館

平常通り

利用申込は
12月2８日

まで

父島
クリーンセンター

（持ち込み）
奥村運動場

診療所

扇浦・奥村
交流センター

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課
（２―３１１５）への申請が必要です。年内にクリーンセンターへの
持ち込みを希望される方は、１２月28日（金）までにお申し込みく
ださい。※ごみの回収は、１月４日（金）から平常どおりとなります。

年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。なお、診療所での急患対応は、年末
年始を問わず１１９番で取り扱います。村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

父島

母島

※母島のごみ収集、資源回収は、 収集曜日ど
おりに実施します。


